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○試料傾斜による電荷放出 （Is↑）  
図4 帯電現象の原理と対策方法 
 
④ 試料作製 
試料作製について、試料の固定と導電性付
与方法を実習形式で教えて頂いた。 
 まず、試料の固定について、導電性の両面
テープと接着剤の2種による粉末の固定を行
った。接着方法2種の使い分けとしては、低倍
率観察を簡便に行いたい場合は両面テープを、
高倍率観察は接着剤と使い分けするのが良い
ということが分かった。また、粉末の吸着に
は、両面テープのセパレータを剥離した時に
発生する静電気力を用いた方法を教えて頂い
たので、今後の観察より活用したい。 
 次に、試料の導電性付与について、先ほど
作成した試料を用い、白金コーティングとオ
スミウム染色を行った。白金コーティングは
二次電子放出効率、導電性も良いため汎用的
な扱いができる。一方、オスミウム染色は、
セルロースや脂質など生物系材料の固定・導
電性付与に用いられる。但し、劇物であり、
取扱には細心の注意が必要との事であった。 
 その他の内容として、ミクロトームやクロ
スセクションポリッシャーなどの試料作製装
置を紹介頂いた。 
 
⑤ 保守・点検項目 
電子顕微鏡の日常的な保守・点検項目につ
いて、JSM-6460を使用し、教えて頂いた。本
学にはJSM-6390が導入されているが、保守・
点検項目についてはほぼ同様の内容となる。 
 保守・点検項目で、フィラメント交換につ
いては実際に作業を担当させて頂いた。 
 
４．まとめ 
講義に関しては、予め自己で予習を行い、
十分理解できていない点をリストアップして
臨んだ。講師の方は説明も丁寧で、質問につ
いても快く答えて下さり、非常に有意義な内
容であった。今回の講義を受け、SEMの基本的
な内容は概ね理解できたと考える。 
実習に関して、装置保守・点検でのフィラ
メント交換作業は、業務内で行う機会が限ら
れるため、良い経験をできた。試料作製では、
一通りの固定・導電性付与作業をさせて頂い
た。特に、両面テープセパレータによる粉末
吸着方法とオスミウムによる導電染色は、今
後の観察業務に大きく活かせる内容であった。
装置維持管理及び試料作製の基礎的なスキル
は身につけられたが、引き続き、先輩職員か
らご指導頂き、能力向上に努めたい。 
 
５．謝辞 
 最後に、お世話になりました日本電子株式
会社データムソリューション事業部の皆さま
に深く御礼申し上げます。 
 また、日亜化学工業教育研究助成金により
本研修に参加させて頂き、心より感謝致しま
す。 
